
令和６年

〔Ｎｏ．2〕面積、高さ又は階数に関する次の記述のうち、建築基準法上、誤っているものはどれか。

1 ．建築物の敷地内に都市計画において定められた計画道路（都市計画法等による新設又は変更の事業計画のある道
路で、2年以内にその事業が執行される予定のものとして特定行政庁が指定したものを除く。）がある場合において

、特定行政庁の許可を受けて当該計画道路を容積率の算定に当たっての前面道路とみなす場合は、当該敷地のうち計
画道路に係る部分の面積は、敷地面積又は敷地の部分の面積に算入しない。
→ 法52条（容積率）10項 （平成29年）

2 ．北側高さ制限において、建築物の敷地が北側で公園に接する場合、当該公園に接する隣地境界線は、当該公園の
幅の 1 /2 だけ外側にあるものとみなす。
→ 法56条（建築物の各部分の高さ）三 令135条の４一号 初

3 ．前面道路の境界線から後退した建築物の各部分の高さの制限において、当該建築物の後退距離の算定の特例を受
ける場合の「軒の高さ」の算定については、前面道路の路面の中心からの高さによる。
→ 令2条七号（軒の高さ）令130条の12一号イ （平成28年）

4 ．建築物の敷地が斜面又は段地である場合その他建築物の部分によって階数を異にする場合においては、これらの
階数のうち最大なものを、当該建築物の階数とする。
→ 令2条八号 （令和2年）
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